
 

 

 

「多様な考え方を学ぶ」 

ひかるよ‘15  板倉純子 

新型コロナウィルスの影響で「 新しい生活様式」が日常生活の中で当たり前になりました。

人に会うための外出時にマスクなしで生活していた頃が、懐かしく思い出されます。 

 このような状況下において平成 27 年度愛知県男女共同参画人材育成セミナーを終了し

た私たちのグループ『ひかるよ‘15』の一員として交流ネットのウィルあいちでの会議や

Zoom会議に参加をし、6年目にして深い関りを持ちました。 

 それまでも尾張えみの会の活動に関わってきましたが、今年度から交流ネットの活動も

加わり、他市町でご活躍されている先輩方のお話を伺うことができて、とても勉強になって

います。 

 その中でも特に印象的だったのが「『ウィルあいちフェスタ2021』のパネル展示「 みんな

で考える選択的夫婦別姓》を作成するために、外部講師を招いて開催された交流ネットセミ

ナー「『ミニ学習会～選択的夫婦別姓制度』や啓発パネルについての話し合いの中で、さまざ

まな意見が出てきて大変興味深くもありました。 

 また、 私が～ねばならない」と長い間感じていたことが、無意識な思い込みであると気づ

かされました。自分自身の固定観念以外の幅広い考え方を知りました。 

 交流ネット会議での話し合いを重ねることによって、他の方の意見を素直に尊重し、多様

な考え方を学ぶ貴重な機会を得ることができたのは幸せなこととつくづく感じています。 

 このような激動な時代ではありますが、男女共同参画という言葉を大人になるまで知らな

かった私にとって県の人材育成セミナーでの学び・尾張えみの会での学び・交流ネットでの

学びなど『男女共同参画の様々な学び』の積み重ねで自分らしく生きていられることに心か

ら感謝しています。一人ひとりの意識と行動は小さいことしかできないかもしれませんが、

根気よく情報発信を続けていけば誰もが幸せを感じ、安心して暮らすことができる社会の実

現を期待したいと思います。 
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《「「ウィルあいちフェスタ2021」に出展》 

2021年11月21日（土）、ウィルあいちで開催された ウィルあいちフェスタ2021」に出展し、

手相占い「 『新たな私』を見つけませんか」とパネル展示「 みんなで考える選択的夫婦別姓」を実施し

ました。ご来場くださった皆様と課題を共有し、とても良い機会になりました。 
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